
令和6年度若松区リハビリテーション連絡協議会 

ケアマネ合同勉強会のご案内 

（ケアマネジメント研修会 合同開催） 

単身高齢者や医療ニーズの高い高齢者等が安心して住み慣れた地域での生活を継続するためには

「医療」「介護」の連携がとても重要です。 

今回は慢性化疾患を合併している方への支援において、情報連携やリスク管理、在宅で取り組めるこ

とをテーマに勉強会を開催します。 

意見交換では、普段の業務で困っていること、聞いてみたいことなどについて、ケアマネジャー・リハビ

リ専門職で話しましょう。ぜひお気軽にご参加ください！ 

 

 

 

テーマ  「住み慣れた地域で暮らし続けるための支援と連携」 

       講師  産業医科大学若松病院 理学療法士 石倉 龍太 氏 
 
日 時  令和６年１２月６日（金） １８：３０～２０：００ 

場  所  若松区役所特別会議室ABC 

対象者   若松区内の機関に所属するケアマネジャー・リハビリテーション専門職 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【申込み】 右のQRコードを読み取ってお申込みください。 
         ※申し込み締め切り：１１月２６日（火） 

 
【問い合わせ（事務局）】 
保健福祉局地域リハビリテーション推進課 徳本・金澤・佐藤  

（電話）093-522-8724 

 

                   

１．若松区リハ協からの情報提供   

若松区リハビリテーション連絡協議会の活動や情報連携ツール「リハビリタイム」についてお話します。 

2．ミニ講座  

高血圧等、生活習慣病について北九州市のデータを交えながら身体への影響等についてお話します。  

3．講演  「住み慣れた地域で暮らし続けるための支援と連携」                         

 情報連携に関することや在宅生活で気をつけてほしいポイントについてお話します。 

4.意見交換  
ケアマネジャー・リハビリ専門職でお互いの現状や聞きたい事をお話ししましょう。 

 

 

 

プログラム 


